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計 　6i5。17） 　32i27．59）　29i25．00）　25i21．55）　17i14．66）　7i6．03） 　116i100．00）
（　）％
表3：単独冠の年代別および部位別装着数


























































































































































































































































增@類 20才未満 20才代30才代 40才代 50才代 60才代 70才代
80才以上 計
全部鋳造冠 　1i0．43） 　25i10．73）　34i14，59）　32i13．73）　31i13．30）　6i2．58） （
129
T5，36）
前　装　冠 　9i3．86） 　20i8．58）　6i2．58）　3i1．29）　2i0．86） 　5i2．15） （
45
P9．31）
既製陶歯 4 3 7
前装冠 （1．72） （1．29） （ 3．00）
5 5
レジン前装冠 （2ユ5） （ 2，15）
陶材溶着 4 16 3 3 2 5 33




レジン 3 6 2 11
シャケット冠 （1．29） （2．58） （0．86） （ 4．72）
ポーセレン 1 1
ジャケット冠 （0．43） （ 0．43）
継　続　歯 　2i0．86）　7i3．00）　11i4．72）　6i2．58） 　5i2．15） （
31
P3．30）









































































































































































部位 旦 幽 8－66－8旦 齋 誠 8－66－8再 鵠種類
キ ヤス　ト 34 28 10 72 1 29 20 50 122
コアー （23．45） （19．31）（6．90） （49．66）（0．69） （20．00） （13．79）（34．48） （84．14）
アマルガム 1 1 2 2
コアー （0．69） （0．69） （1．38） （1．38）
レ ジ　ン
コアー
セ メ　ン　ト 5 4 4 13 2 2 4 8 21

































種類 冠 冠 歯冠 冠 着冠 冠 冠 ン冠 歯 冠
キャストコアー
83 29 5 3 21 8 8 2 122




16 2 2 1 1 2 21













































































































































































































































































































































































































增@類 20才未満 20才代 30才代40才代 50才代 60才代 70才代80才以上 計
全部鋳造冠 　8i7．41） 　19i17．59）　20i18．51）　7i6．48）　20i18．51） （
74
U8．52）
前　装　冠 　7i6．48）　6i5．56）　2i1．85） （ 15P3．89）
既製陶歯 3 3
前装冠 （2．78） （ 2。78）
レジン前装冠 　4i3．70） （
43．70）
陶材溶着 4 2 2 8








































































































































部位 旦 幽 8－66－8旦 齋 縮 8－66－8可 鵠種類
キ ヤス　ト 5 4 6 15 8 9 17 32





セ メ　ン　ト 4 4 4 5 9 13





























種類 冠 冠 歯冠 冠 着冠 冠 冠 ン冠 歯 冠
キャストコアー
27 3 1 2 2 32




















部位 旦 幽 8－66－8旦 齋 誠 8－66－8肝 鵠年代
20才未満
　　1
i1．61）
　　1
i1．61）
　　2
i3．23）
　　2
i3．23）
　　2
i3．23）
　　4
i6．45）
20才代
　　4
i6．45）
　　5
i8．06）
　　1
i1．61）
　　10
i16．13）
　　2
i3．23）
　　　7
i11．29）
　　9
i14．52）
　　19
i30．65）
30才代
　　5
i8．06）
　　3
i4．84）
　　4
i6．45）
　　12
i19．35）
　　2
i3．23）
　　3
i4．84）
　　5
i8．06）
　　17
i27．42）
40才代
　　1
i1．61）
　　2
i3．23）
　　1
i1．61）
　　4
i6．45）
　　3
i4．84）
　　3
i4。84）
　　7
i11．29）
50才代
　　3
i4．84）
　　3
i4。84）
　　6
i9．68）
　　3
i4．84）
　　6
i9．68）
　　9
i14．52）
　　15
i24．19）
60才代
70才代
80才以上
計
　　10
i16．13）
　　14
i22．58）
　　10
i16．13）
　　34
i54．84）
　　7
i11．29）
　　21
i33．87）
　　28
i45．16）
　　62
i100．00）
（）％
結 論
　昭和49年1月から同年12月までの1か年間に，
松本歯科大学病院補綴診療科で製作，装着した単
独冠および架工義歯について調査を行なった結
果，以下の成績を得た．
　1．患者総数は116名で男は女より約10％多く，
20才代から50才代までを合計すると全体の約9割
を占めた．また総数の6割が塩尻市内在住者で
あった．
　2．装着した単独冠総数は233個，架工義歯は48
装置であった．
　3．単独冠の装着数は上顎が下顎よりも多く，
歯群別には上顎前歯部が最も多かった．また，架
工義歯支台装置の装着数は，顎別にはほぼ同じで，
歯群別には下顎前歯部のみが計108個中，2個と著
しく少数であった．また架工歯の装着数は，下顎
大臼歯部が全体のほぼ1／3を占め最も多かった．
　4．支台装置の種類別装着数は，単独冠，架工
義歯とも全部鋳造冠がそれぞれ約50％，約70％を
占めた．
　5．支台歯の生，失活歯別装着数は，単独冠で
は失活歯の約1／3が生活歯であったが，架工義歯で
は生活歯が約13％多かった．
　6．支台築造体の種類別築造数は単独冠では，
キャストコアーが最も多く，84％強を占め，架工
義歯支台歯でも71％強を占めた．
　7．架工義歯のユニット数別装着数は，3ユニッ
トが最も多く，約65％を占めた．
　8．架工義歯の架工歯数別装着数は，架工歯1
個のものが34装置，7割強を占めた．
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